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診療や手技、地域や自然との関わりなどを経験させていただき
たく、紀南病院での研修を希望しました。外来研修では実際に
初再診をさせていただき、入院から退院、外来通院まで一連の
流れの中で患者さんと関わらせていただきました。診療所研修
では紀和診療所と鳥羽の神島診療所にお邪魔し、それぞれの
地域での生活における医療の役割を、学ぶことができました。

私が直接お世話になった内科の先生方だけではなく、他科の
先生方や医療従事者の方々が信じられない程優しかったのが
印象的でした。そして圧倒的に能力が高い先生が多く、尊敬の
念を禁じえません。自分もいつかそのステージに到達できるよ
うに日々精進したいと思います。１か月間ありがとうございまし
た。ご飯もとても美味しかったです。また来させてください。

あっという間の１か月間でした。

自然が大好きな僕にとっては、この紀南地域の環境はまさに天
国でした。釣りをしたり大自然の中をサイクリングしたり、東京で
はできない経験の連続でした。遊びだけでなく仕事の面でも充
実していて、脳梗塞の患者さんの救急外来での初期治療から
入院して状態が安定し退院するまでを見ることが出来たのは、
とても良い経験になったと思います。また、訪問診療では、地域
に暮らす人々のニーズに合わせた医療というものを学ぶことが
出来ました。

日中の仕事で、そしてその後の遊びで、どちらの面でも優しく時
に厳しく（はなかったですが）指導してくださった川口先生は、間
違いなく僕が今まで出会ったことのある中で最高の指導医です。
本当にありがとうございました。川口先生大好きです！！！

9月という、夏から秋へと季節が移り替わるいい季節に、研修

させていただきました。紀南の豊かな自然と、優しい人々に囲
まれて、のびのびと研修することができました。熊野の山奥に
行ったり、地元の店で食事したりして、人々と触れ合えたのは
すごくよかったです。また、神島にも行かせていただき、地獄
の「徒歩で島一周」もしましたが、終わった今はいい思い出で
す。地元松阪とは異なる医療的な背景を持つ医療に従事した
ことで、視野が広がりました。指導医の平山先生をはじめ内科
の先生方、病院スタッフの方々、本当にありがとうございまし
た。
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